
■KAIBERの用途

「KAIBER」はDNN(Deep Neural Network)の学習・開発環
境として機能します。また推論実行エンジンは多様な小型
デバイスやエッジサーバー、そしてスマートフォンなどの
端末アプリケーションに簡単に組み込むことが可能で、
独自の画像認識やデータ解析の推論機能を実現できます。

─ Edge Computing向けAIソリューション ─

組込みディープラーニング

ディープインサイトによる国産初IoTとEdge Computing向け
エンベデッド ディープラーニングフレームワーク「KAIBER」（カイバー)

デモ内容 ドコモLTEモジュール内蔵M2Mルーター にAIを搭載
●推論実行エンジンを組込み機器（μITRON）に移植
●ディープラーニング 学習済みデータによってカメラに映った画像を判定し、メール発信

メール着信
「ネコです！」

監視カメラ

組込みに特化したディープラーニング
「素早く・簡単に」

アットマークテクノ社IoTゲートウェイ にAIを搭載
●推論実行エンジンをLinuxゲートウェイに移植
●ディープラーニング 学習済みデータによってカメラに映った画像を判定し、現場で警報
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